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ニク中での含量も多く, また植物界での分布も広い S-methylcysteine, ニンニクに特有な S-alylcy-
steile, ニンニクやタマネギなどアリウム属に特有な SニprOpenylcysteineと cycloalinの生合成の研
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究を行なった｡
S-methylcysteineについてはその CH3S 基がメチオニンの CH3S基に由来すること, さらに S-










論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ニンニクはビタミン, アミノ酸, 抗生物質などに富み, 薬学的に貴重な資源として知られている｡ 有効
成分の多 くは含イオウアミノ酸といわれ, 従って, それらの単離, 構造決定, 代謝経路の決定は生化学的
にも薬学的にも極めて有意義である｡
著者は先ず, ニンニクを放射性イオウ存在下で水耕し, 抽出したアミノ酸画分のラジオオー トグラムか
ら含イオウアミノ酸の存在を予知し, それに基づいて比較的多量のニンニクから含イオウアミノ酸を分離
した｡ それらのうち, S-プロペニルー L - システイン, S - アリルメルカプ トー L - システイン, γ-




なかった含イオウアミノ酸, および関連物質の代謝的相互関係を明らかにした｡ この中には, シクロアリ
インがS- プロペニルシステインスルホキシドから生ずること, S- メチルシステインがメチオニンに由
来するメルカプタンとセリンとから, システイン生合成に類似した酵素反応によって生ずること, S- ア
リルシステインやS- プロペニルシステインの炭素数3個のアルキル基がプロピオン酸に由来するとと,
また, S- アリルシステインはS- アリル基とセ T) ンとの反応, S-プロペニルシステインはプロペニル
基とシステインとの反応によってそれぞれつ くられるてとなどの重要な知見が含まれている｡ これらの知
見から含イオウアミノ酸の代謝に関して従来空自となっていた部分が明らかにされ, さらにこれに基づい
て他の植物にお ける含イオウアミノ酸の存在の意義について考察し得るに至った｡
以上本論文は生化学的に有意義であるばかりでなく, 含イオウアミノ酸の薬学的応用に関しても有用な
基礎的知見を含んでいることから薬学博士の学位論文として価値あるもくのと認定する｡
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